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■独立行政法人日本スポーツ振興センター 

（JAPAN SPORT COUNCIL）ホームページ 

http:// www.jpnsport.go.jp/ 

 

 

 

 

 

 

「有望アスリート海外強化支援」 

平成 29 年度 ターゲットアスリートについて 
 
日本スポーツ振興センター（JSC:JAPAN SPORT COUNCIL）は、平成 28 年度より「有望アスリート海外強化支援」

事業（以下「本事業」という。）を実施しております。そして、本事業では平成 29 年度も引き続き下記のターゲットアスリ

ート 8 名（オリンピック・パラリンピック選手）を支援するため、各競技団体に本事業の実施を委託しました。 

 

記 

 

■有望アスリート海外強化支援ターゲットアスリート 

 サニブラウン・アブデルハキーム【公益財団法人日本陸上競技連盟】 

 綿貫 陽介／佐藤 久真莉【公益財団法人日本テニス協会】 

 張本 智和／平野 美宇【公益財団法人日本卓球協会】 

 阿部 一二三／芳田 司【公益財団法人全日本柔道連盟】 

 一ノ瀬 メイ【一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟】 

 ※各アスリートの詳細については、別紙参照 

 

■「有望アスリート海外強化支援」事業とは 

 2020、2024年のオリンピック・パラリンピック競技大会に焦点をあて、2020年大会で活躍が期待され2024年

大会で金メダルが期待される若い年代の競技者をターゲットアスリートとして、集中的・計画的な海外におけ

る強化活動を行うものである。 

 ターゲットアスリートとそのターゲットアスリートを核として組織化したコーチ、トレーナー、サポートスタッフ等

を同時に派遣することにより、一貫指導が行えるとともに、世界最高水準の指導法に触れることで強化スタ

ッフの指導力等の向上も目指す。 

 ①各国のナショナルトレーニングセンターなどでの活動、②海外でのトレーニングアカデミーへの参加、③海

外リーグへの参加、④海外のスポーツ情報・医・科学の導入と活用等を実施する。 

 本事業で実施する活動の基となる「ターゲットアスリート海外強化プラン」は、東京 2020 オリンピック・パラリ

ンピック競技大会での活躍と、2024 年オリンピック・パラリンピック競技大会での金メダル獲得を目指すため

の中長期的な計画である。 

 本事業では、平成 28年度にスポーツ庁が定めた夏季オリンピック･パラリンピック「重点競技種目」の中から

ターゲットアスリートを選定するため、該当競技団体を対象とした応募による選定を実施した。選定に際して

公正・公平を保つため、JSC、公益財団法人日本オリンピック委員会（JOC）、日本パラリンピック委員会

（JPC）、外部有識者から構成される選定委員会を設置し、選定委員会による審査によりターゲットアスリー

トを選定した。 

 

 

平成 29 年 4 月 26 日 

独立行政法人日本スポーツ振興センター 

広報室 



■選定における選手の条件 

 「10 年に 1度の逸材」 

 すでに頭角を現している選手 

 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会で活躍が期待できる選手 

 2024年オリンピック・パラリンピック競技大会では金メダル獲得が期待される選手であり、その競技において

ロールモデルになるような選手 

 年齢別強化指定選手以上 

 2016 年時点、23 歳以下 

 2020 年まで継続して事業活動を行える予定の選手と競技団体 

 

■本事業の主な取組み 

 プロジェクトの推進（ターゲットアスリート選定委員会、事業推進委員会の開催等） 

 ターゲットアスリートに特化したターゲットアスリート海外強化プランの策定及び実施 

 海外強化活動に係るモニタリング 

 ターゲットアスリート海外強化プランの検証・評価・改善 

 

＜本事業における活動内容＞ 

 



（別紙） 

有望アスリート海外強化支援ターゲットアスリート プロフィール 

委託競技団体：公益財団法人日本陸上競技連盟 

アスリート名：サニブラウン・アブデルハキーム 

生年月日：1999年 3 月 6 日  性別：男  所属：東京陸協 

実績：2015年Ｕ18 世界選手権／100ｍ、200ｍ優勝（ウサイン・ボルトの持つ大会記録を破る） 

平成 29 年度の本事業での主な活動予定：アメリカ 4 月、8 月～／オランダ5 月～8 月予定 

 

 

委託競技団体：公益財団法人日本テニス協会 

アスリート名：綿貫 陽介（わたぬき ようすけ） 

生年月日：1998年 4 月 12 日  性別：男  所属：グローバルプロテニスアカデミー 

実績：2016年 ITFジュニアサーキットグレードＡ大会／シングルス優勝（日本人初）、 

2016 年大阪市長杯世界スーパージュニア選手権大会／優勝、 

2016 年三菱全日本テニス選手権／優勝 

平成 29 年度の本事業での主な活動予定：アメリカ 4月～5月、11 月～12 月 

ヨーロッパ 6月～7月予定 

 

アスリート名：佐藤 久真莉（さとう ひまり） 

生年月日：2002年 4 月 10 日  性別：女  所属：CSJ つくばテニスガーデン 

実績： 2016年フランスＵ14 国際大会／ベスト4、 

2016 年全仏ジュニア国内予選大会／準優勝（出場者中最年少） 

平成 29 年度の本事業での主な活動予定：ヨーロッパ4 月～6 月、アメリカ 11月～12月 

オーストラリア 1月～2月予定 

 

 

委託競技団体：公益財団法人日本卓球協会 

アスリート名：張本 智和（はりもと ともかず） 

生年月日：2003年 6 月 27 日  性別：男  所属：JOC エリートアカデミー 

実績：2016年ジャパンオープン／（U ｰ 21）優勝、2016 年世界ジュニア選手権大会／シングルス優勝

世界ランキング 61 位 

平成 29 年度の本事業での主な活動予定：T2リーグ（香港の予定）参戦を検討、数回の海外合宿を計画 

 

アスリート名：平野 美宇（ひらの みう） 

生年月日：2000年 4 月 14 日  性別：女  所属：JOC エリートアカデミー／大原学園 

実績：2016年全日本卓球選手権（一般の部）／準優勝、2016 年女子ワールドカップ／優勝、 

2017 年全日本選手権（一般の部）／優勝 

世界ランキング 11 位 

平成 29 年度の本事業での主な活動予定：スーパーリーグ参戦（中国）を検討、数回の海外合宿を計画 



委託競技団体：公益財団法人全日本柔道連盟 

アスリート名：阿部 一二三（あべ ひふみ） 

生年月日：1997年 8 月 9 日  性別：男  階級：66kg級  所属：日本体育大学 

実績：2016年全日本選抜体重別選手権／優勝、2016 年グランドスラム チュメニ／優勝、 

2016 年グランドスラム東京／優勝、2017 年グランドスラムパリ／優勝、 

2017 年全日本選抜柔道体重別選手権大会／優勝 

世界ランキング 2位 

平成 29 年度の本事業での主な活動予定：スペイン 7 月／ハンガリー世界選手権 8月予定 

 

アスリート名：芳田 司（よしだ つかさ） 

生年月日：1995年 10月 5 日  性別：女  階級：57kg 級  所属：コマツ 

実績：2016年全日本選抜体重別選手権／優勝、2016 年グランドスラム バクー／優勝、 

2016 年グランドスラム チュメニ／優勝、2016 年グランドスラム東京／優勝、 

2017 年グランドスラムパリ／3位 

世界ランキング 3位 

平成 29 年度の本事業での主な活動予定：スペイン 7 月／ハンガリー世界選手権 8月予定 

 

 

委託競技団体：一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟 

アスリート名：一ノ瀬 メイ（いちのせ めい） 

生年月日：1997年 3 月 17 日  性別：女  所属：近畿大学 

実績： 2016年ジャパンパラ競技大会／200m 個人メドレー、100mバタフライ、50m自由形優勝、

50m自由形、100m 背泳ぎ、100m平泳ぎ、200m 個人メドレーにおいて日本記録を保持。

WPS2017世界選手権日本代表 

平成 29 年度の本事業での主な活動予定：オーストラリア 12 月～2 月予定 

 

 

※所属については、2017 年４月 26 日時点の情報です 
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